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は　じめに

レクチンとは，糖と相互作用する蛋白質あるいは糖蛋

白質で　細胞（赤血球など）を凝集し，あるいは糖複合

体を沈降させるが，免疫学的産物（免疫により産生させ

た糖結合性抗体など）でないものをいう（1）．一般に，認

識する単糖・オリゴ糖類を基準とし分類されることが多

い・また，赤血球凝集反応において血液型に対して特異

性を示すものもある．動・植物，微生物などほとんどの

生物種に存在している．しかし，その特異な性質にもか

かわらず，生体内での機能についてはほとんどわかって

いないものが多い．

キノコのレクチンについては，1950年代から70年代

にかけてキノコを含め約600種の菌類について，レクチ

ン活性が調べられ，それらの約30％に活性が確認され

た・活性のあったもののうち，その18％には血液型特

異性が認められた（2）．そして，本格的な生化学研究は，

1960年代後半のSage　らによるハラタケ（Ag昔rfc〟∫

Cα椚♪お′ね）レクチンの単離に始まる（5，6）．しかしながら，

現在までに単離・精製され，性質が明らかにされたもの

は少なく，表1に示すもののみである．代表的な例を属

する科にわけて以下に挙げる．

1．ハラタケ科

この科では，マッシュルーム（Agα′わ〟5鋸車0γ〟5）の

レクチンが最も詳細に研究されている（3，4）．等電点の違

いにより4億のイソレクチン（ABAI～ⅠⅤ）に分離さ

れている・これらのレクチンはどれも，血液型には非

特異的に反応し，分子量16，000のサブユニット4個か

らできており，0－グリコシル型糖鎖を強く認識してい

る．

その他に4．Cα∽♪どぶJわざ（5・6）』．ed〟Jね（7）からレクチン

が単離されており，また，われわれもヒメマックケ（別

名カワリハラタケ，月．∂JαZgf）のレクチンを精製した（8）．
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このレクチンは，ABAと同様に分子量16，000の同一サ

ブユニット4個から成っており，血液型に非特異的であ

った・また，ウシ顎下腺ムチンやそのアシアロ体などの

糖蛋白質や高濃度のメチルJV－アセチルーα－ガラクトサ

ミニド（100mM）や〃－アセチルガラクトサミ　ン（200

mM）にその赤血球凝集反応が阻害された．これら4卵一

′fc〝5属のレクチンの分子量やサブユニット構成などの

性質には多くの共通点がある（表1）．同属のキノコから

複数のレクチンが単離され，研究されたのは，Agαrfc〃∫

属だけであり，これらのレクチンの性質の類似性は分類

学上，興味深い．

2．キシメジ科

Tsuda　らは，エノキタケ（FYammulina uelutiz＞eS）か

らレクチンを単離した（9）．このレクチンは分子量12，000

と8000の2つのサブユニットから成っている．最近，

Yatohgo　らほ，同じェノキタケから，レクチンを得，そ

の構造は，分子量12，000の2つの同一サブユニットでで

きているとした（10）．この相異について，彼らは，菌株の

違いか，精製過程におけるartifactの可能性を示唆した．

ウラムラサキ（エαccαrαα桝g班ガわα）からは，ALア

七チルガラクトサミンやラクトースに特異性を示すレ

クチン（LAL）と，レフコースに特異的なレクチン

（LAF）の2種が得られた（3）．1つのキノコから糖特異

性の違う複数のレクチンが単離されたのは，この1例の

みである．

ハイイロシメジ（CJ加cy∂β和め〟Jα′ね）からは，ウラム

ラサキ同様，八しァセチルガラクトサミンやラクトース

に特異性を示すレクチンが得られた（11）．このレクチン

は，分子量19，000　と14，500の2つのサブユニットか

ら構成され，血液型には非特異的に反応する．

25mM以下の濃度では試験された単糖類には全く赤

血球凝集反応が阻止されないレクチンが，シバフクケ

（〟αγα5桝わ（∫0柁αdgS）から得られた（11）．このレクチン

は，A型血液に特異性を示した．

3．サルノコシカケ科

われわれはヤニクケ（ムCカ〃Ode′肌α柁SJ伽ぶ〟∽）から

（32）
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表1キノコから得られたレクチン

ⅠⅠ．　レク　チ　ン 867

キ　ノ　コ　名

Agdrfc〟∫あわ♪orz‘∫（4・5）

AgαrC㍑∫鋸αどgf（9）

AgαrC〟∫Cα∽クg∫frわ（6・7）

AgdrC〟∫gd〟Jわ（8）

Aわ以γαα祝γα循′α（18・19）

A〟rfr〟Jαrfα♪oJ〆rfcんα（16）

CJ如Cッ占e乃g∂〟Jdrf∫（12）

∫Jdmm〟Jf乃α〃gJ如才♪g∫（10・11）

∫0mg∫′0mg〃ねrf〟∫（12）

∫∫Cん乃Odgrmα　rg∫わ‡0∫〟77乙（13）

上αccαrαα〝g沌ッ∫わ〃α（3）

肋rα∫mf〟∫Orgαdg∫（12）

VoJぴαrfgJ／α　〃0／ぴαrgd（15）

レクチン　　　ヒト血液型

慣用名　　　　特異性

ABAI～IV　　　　無

無

無

無

無

無

無

無

類

B≫0＞A

IRA B＞A，O

LAL A＞O

LAF O＞A

B＞0＞A

AB＞A，B，0

表2　ヤニタケレクチン（J∫ぐみ〃Odgr77はrg∫わ～0∫〟77乙

agglutinin，IRA）の糖結合特異性（12）

Inhibitora

Methylβ一galactoside

Fucose

Galactose

L－Arabinose

Methylα一galactoside

Lactulose［βGal（1→4）Fru］

LactoselβGal（1→4）GIc］

Melibiose［αGal（1→6）GIc］

RaLfinose［αGal（1→6）αGIc

（1→2）βFru］

Minimum
inhibitor
COnCen－

tratlOnb

（mM）

SpeciGcity
factorc

0．60　　　　　1．0

1．71　　　　　2．85

3．13　　　　　　5．22

5．60　　　　　9．33

8．44　　　　　14．1

0．20　　　　　　0．33

1．06　　　　　1．77

12．5　　　　　　20．8

16．7　　　　　　27．8

乱以下に示す糖は，200mM　の濃度でも阻害活性を示さ

なかった：

glucose，glucosamine，N－aCetylglucosamine，ga－

1actosamine，N－aCetylgalactosamine，mannOSe，

mannosamine，fructose，Xylose，Lrhamnose，

ribose，deoxyribose，lactobionic acid，maltose・

b力価4のレクチンの赤血球凝集反応を阻害する最少濃

度．

C Methylβ－galactosideの最少阻害濃度を1としたと
きの相対的な阻害活性・

菌煩で初めてガラクトシル基特異的レクチン（IRA）を

精製した．IRAはガラクトシル基のなかでも，とくにラ

クチュロースやメチルβ－D一ガラクトシドなどのβ－アノ

マーを強く認識する（表2）（12）．分子量16，000の2つの

同一サブユニットから成っており，B型血液に若干の特

異性を示す．多くのガラクトース結合レクチンは，高濃

単糖・二糖類
特異性 分子量

βGal（1→3）GalNAc　64，000

64，000

64，000

60，000

32，000

L－fucose　　　　72，000

1actose，Ga1　　23，000

1actose，GalNAc　　70，000

20，000

GalNAc，Ra航nose　　60，000

1actulose，Ga1　　32，000

1actose，GalNAc　17，500

Lfucose l6，000

50，000

26，000

サブユニ

ット数

4

4

4

4

2

　

2

1

　

～

　

2

3

2

1

1

2

　

2

4

45
6

～
u
4
1

8
2
0
3
．
2
．
0
2

5
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5．4

度のALアセチルガラクトサミンにもその赤血球凝集反

応が阻害されるが，IRAはALアセチルガラグトサミン

には200mMの高濃度でもその赤血球凝集反応が全く阻

止されなかった．このことから，このレクチンはガラク

トースの2位の水酸基を強く認識しているものと結論し

た．また，このレクチンのNMR解析と各アミノ酸残

基の特異的化学修飾を組み合わせた実験により，IRA

の糖結合部位に存在するアミノ酸残基を推定した（13）．

ツリガネタケ（凡脚町舟棚血加お）レクチンは，AL

アセチルガラクトサミンを最も強く認識する（11）．B，0，

Aの順に血液型特異性が強い．分子量35，000，21，000，

10，000の3つのサブユニットから成る．糖含量が高く

（25％），0．1％以上の溶液では大きな粘性を持つという

レクチンとしては珍しい性質を持っている．

マイクケ（Grg拘わノン0乃do5α）のレクチンは，AL7七

チルガラクトサミンに強い特異性を示した（14）．分子量

33，000，66，000，100，000の3つのサブユニットから構

成されている．このレクチンはキノコレクチンのなかで

最も高分子量のサブユニットを持っている．

マンネンタケ（Cα乃Odgr∽αJ〟Cid〟∽）からもレターチン

が見出されている（14）．一般に，キノコのレクチンは，そ

の子実体だけに存在するものと考えられてきたが，この

マンネンタケには子実体だけでなく培養菌糸休にもレク

チンが存在し，現在，精製が進められており，菌糸体と

子実体との関連に興味が持たれる．

4．テンゲタケ科

フクロタケ（Voルαγわ〃α叩ルαCgα）からは，分子量は

（33）
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ともに13，000であるが，異なった2つのサブユニット

からできているレクチンが単離されている（15）．このレク

チンは，Sarcoma180腫瘍細胞を接種されたマウスに対

して延命効果があった（85〃g／マウスで延命率63・2％，

175〃g／マウスで109．7％を示した）・

5．　キクラゲ料

最近，ガラグトースに特異性のあるレクチンが，アラ

ゲキクラゲ（A～′わ〝αわα♪砂′わあα）から精製され

た（16）．このレクチンは，分子量23，000の単量体で，等

電点がpHlO以上と推定される塩基性蛋白質であった・

血液型には非特異的に反応した．

おわ　り　に

キノコレクチンの生体内での役割については全く知ら

れていない．しかし，一般にキノコの菌糸体にはレクチ

ンが存在しないといわれている（17）（最近，われわれは上

記のような例外を発見したが）．おそらく，レクチンは

子実体形成の引き金になるのか，あるいは子実体形成の

結果として生成するのかは別として，子実体形成に深く

かかわっているのであろう．

レクチンはその糖に対する認識能から，特定の糖や糖

蛋白質を精製する77ィニティークロマトグラフィーに

利用されたり，細胞（癌細胞など）の特異的マーカーに

用いられている．キノコのレクチンの研究例は比較的少

なく，今後新しい性質を持つものが発見される期待が大

きい．現在，われわれも，新しい特異性を持ったキノコ

レクチンの精製をいくつか進めている．
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